


































































































































































北陸地方の大学の学生 279 名（男子 172 名，女子 107 名）
である。そのうち，記入漏れがあったものを除いた 253
名（男子 155 名，女子 98 名）を分析対象とした。平均
年齢は 19.33 歳であった。また，標準偏差は 1.37 であっ
た。
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④心理的柔軟性尺度（AFQ-Y：Avoidance and Fusion 
Questionnaire for Youth）
心理的柔軟性尺度は，全 17 項目からなる Greco et al





















Table1  意欲低下領域尺度の因子分析結果（最尤法・プロマックス回転） 
項目 F1 F2 F3 共通性 
学業意欲(α=.66)   大学で勉強をすることで自分の関心を深めている .82 .60   必要な単位以外でも、関心のある授業はとるようにしている .57 .26   大学での時間は自分の生活の中で有意義な時間である .39 .37   勉強では疑問に思う時はすぐに調べる .39 .22   教師に言われなくても自分から進んで勉強する .30 .20   勉強に関する本を読んでいてもすぐに飽きてしまう -.20 .15           気力低下(α=.77)   朝寝坊などで授業に遅れることが多い .77 .40   何となく授業をさぼることがある .73 .54   授業の課題の提出が遅れたり、出さなかったりすることがある .57 .40   授業に出る気がしない .52 .55   大学からの連絡事項を見落としてしまうことが多い .46 .21           大学での居場所なし感(α=.60)   大学のなかで自分の居場所がないと感じる .77 .52   大学にいるより、自分ひとりでいるほうがいい .56 .26   学生生活で打ち込むことがない .54 .34           
因子間相関F1 1.00  .32 -.28 


















業意欲」α＝ .66，第 2 因子「気力低下」α＝ .77，第 3
因子「大学での居場所なし感」α＝ .62 となった。時間
的展望体験尺度においては，第 1 因子「現在の充実感」
α＝ .76，第 2 因子「目標志向性」α＝ .78，第 3 因子「過
去受容」α＝ .62，第 4 因子「希望」＝α .73 となった。
同一性地位判定尺度においては，第 1 因子「危機経験」




















項目 F1 F2 F3 共通性危機経験(α=.66)　　私は、自分がどんな人間なのか、何をしたいのかということを、      かつて真剣に迷い考えたことがある .83 .67　　私は以前、自分のそれまでの生き方に自信が持てなくなったことがある .60 .46　　私は、自分がどういう人間であり、何をしようとしているのかを、     今いくつかの可能な選択を比べながら真剣に考えている .47 .47
現在の努力(α=.61)
　　私は今、目標をなしとげるために努力している .90 .68　　私は、自分がどんな人間で何を望みおこなおうと     しているのかを知っている .50 .31
同一性拡散(α=.65)　　私には、自分がこの人生で何か意味あることができるとは思えない .75 .46　　私は、『こんなことがしたい』という確かなイメージを持っていない .46 .41　　私には、特にうちこむものはない .46 .45　　私はこれまで、自分について自主的に重大な決断をしたことはない .41 .23因子間相関





Table3  各変数の記述統計量 



























相関（それぞれr= － .20，r= － .22，r= － .19，いずれ








相関（それぞれr= － .53，r= － .34，r= － .31，r= － .47，
r= － .27，いずれもp ＜ .01）があった。








r= － .53，いずれもp ＜ .01，r= － .13, p ＜ .05，r= － .51，








負の相関（それぞれr= － .22，r= － .34，r= － .59，い





関（それぞれr= － .31，r= － .26，r= － .18，r= － .50，















は有意な負の相関（それぞれr= － .13，r= － .13，いず















Table 5 モデル 1，2，3の適合指標 
  モデル 1 モデル 2 モデル 3
GFI .85 .97 .98 
AGFI .72 .93 .94 
CFI .74 .98 .99 
RMSEA .17 .05 .04 
AIC 343.70 122.10 116.71 







1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
11
学業意欲 気力低下 大学での居場所なし感 現在の充実感 目標志向性 過去受容 希望 同一性達成 現在の努力 同一性拡散 心理的非柔軟性
1 1 -.30** -.34** .38** .42**  .03 .35** .33** .42** -.43** -.10
2 1 .25** -.20** -.22**  -.11 -.19**    -.13* -.25** .26** .22**
3 1 -.53** -.34** -.31** -.47**    .06 -.27** .50** .38**
4 1 .36** .36** .57**     -.13* .35** -.51** -.48**
5 1 .10 .64**     .09 .57** -.59**    -.14*
6 1 .28** -.26**    .04 -.18** -.50**
7 1   -.04 .48** -.61** -.32**
8 1 .29**  -.10 .28**






















有意な負の相関（それぞれr= － .48, p ＜ .01，r= － .14, 
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意欲低下領域尺度 時間的展望体験尺度 同一性地位判定尺度 心理的柔軟性尺度
　 3 分析結果
Table 5　モデル 1，2，3 の適合指標






そ の 結 果，x 2（35） ＝ 281.70，p ＜ .01 で あ っ た。 モ
デル適合度指標（以下 GFI）の値は .85，修正適合度指
（以下 AGFI）の値は .72，Root Mean Square Error of 





2）を設定した。その結果，x 2（26）＝ 42.10，p=.05 であっ






結果，x 2（22）＝ 28.71，p=.05 であった。GFI の値は .98，
AGFI の値は .94，RMSEA の値は .04 であった。
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